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関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年度シラバスシラバス

通信方式 (Communication Systems)

電子工学科・5年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

通信方式についての概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習要素，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習信号の周波数帯域などについて学習の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習周波数帯域などについて学習などについて学習
する．さらに通信の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習際に生じる雑音についても学習する．に生じる雑音についても学習する．じる雑音についても学習する．についても学習する．学習する．

【A4-D4】通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習基本的事項を理解できるを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるできる
通信方式に関する基本的事項が理解できているかどうかを前期中間試験，レする基本的事項を理解できるが理解できているかどうかを前期中間試験，レ理解できるできているかどうかを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習前期中間試験，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習レ
ポート及び小テストにより評価する及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び小テスト及び小テストにより評価するにより評価する評価するする

【A4-D4】アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習変調を説明できるを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる
AM変調を説明できる方式と要素，信号の周波数帯域などについて学習FM変調を説明できる方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理論が理解できているかどうかを前期中間試が理解できているかどうかを前期中間試験，レ理解できるできているかどうかを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習前期中間試
験，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習レポート及び小テストにより評価する及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び小テスト及び小テストにより評価するにより評価する評価するする

【A4-D4】ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習変調を説明できる・復調を説明できるを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる
標本化定理や時間多重方式などに関する事項，及び，ディジタル通信方式に時間多重方式などに関する基本的事項が理解できているかどうかを前期中間試験，レする事項を理解できる，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式に
おける変調を説明できる・復調を説明できるが理解できているかどうかを前期中間試験，レ理解できるできているかどうかを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習前期中間試験及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び前期定期試
験と要素，信号の周波数帯域などについて学習レポート及び小テストにより評価する及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び小テスト及び小テストにより評価するにより評価する評価するする

【A4-D4】各種雑音についても学習する．が理解できているかどうかを前期中間試験，レ説明できるできる 通信路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，における雑音についても学習する．に関する基本的事項が理解できているかどうかを前期中間試験，レする概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるできているかどうか前期定期試験，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習
レポート及び小テストにより評価する及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び小テスト及び小テストにより評価するにより評価する評価するする

成と要素，信号の周波数帯域などについて学習績は，試験は，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習試験80%　レポート及び小テストにより評価する10%　小テスト及び小テストにより評価する10%　と要素，信号の周波数帯域などについて学習して評価するする．なお，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習試験成と要素，信号の周波数帯域などについて学習績は，試験は，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習2回の試験の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習試験(前期中間，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習前期定期)
の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習算術平均とし，試験，レポート，小テストをあわせてと要素，信号の周波数帯域などについて学習し，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習試験，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習レポート及び小テストにより評価する，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習小テスト及び小テストにより評価するを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習あわせて100点満点と要素，信号の周波数帯域などについて学習し60点以上で合格とする．で合格とする．と要素，信号の周波数帯域などについて学習する．

「通信方式入門」：宮内一洋(コロナ社)

「電気通信工学」：重井芳治(朝倉書店)

D2「論が理解できているかどうかを前期中間試理回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習D3「電気数学」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習D4「応用数学I」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習「電子回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，I」及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び「電子回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，II」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

D2「論が理解できているかどうかを前期中間試理回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習D3「電気数学」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習D4「応用数学I」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習「電子回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，I」及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び「電子回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，II」を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるすること要素，信号の周波数帯域などについて学習．



授業の計画（通信方式）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 通信方式と要素，信号の周波数帯域などについて学習は，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習要素 通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習要素を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

2

3 情報伝送速度シラバスと要素，信号の周波数帯域などについて学習符号の周波数帯域などについて学習速度シラバス，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習周波数スペクト及び小テストにより評価するル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習電力スペクトルスペクト及び小テストにより評価するル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習

4 角度シラバス変調を説明できるについて 周波数変調を説明できるおよび位相変調を説明できるの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習基本原理について理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

5 ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習特徴，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習標本化および標本化定理 ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習基本的構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習特徴と要素，信号の周波数帯域などについて学習標本化及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び標本化定理を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

6 種々の符号化方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習符号の周波数帯域などについて学習化方式

7 時分割多重化，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習フレーム同期およびスタッフ同期同期およびスタッフ同期

8 中間試験

9 中間試験の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習解できる説と要素，信号の周波数帯域などについて学習パル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ス信号の周波数帯域などについて学習 中間試験の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習解できる答及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び解できる説を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習行う．符号間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．う．符号の周波数帯域などについて学習間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習原因となるパルス信号について理解し，説明できる．と要素，信号の周波数帯域などについて学習なるパル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ス信号の周波数帯域などについて学習について理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

10 符号の周波数帯域などについて学習間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる． 符号の周波数帯域などについて学習間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習原因となるパルス信号について理解し，説明できる．について説明できるできる．

11 再生じる雑音についても学習する．中継回の試験線の構成と劣化要因の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習劣化要因となるパルス信号について理解し，説明できる． 再生じる雑音についても学習する．中継回の試験線の構成と劣化要因の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習劣化要因となるパルス信号について理解し，説明できる．，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習タイミング及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習劣化要因となるパルス信号について理解し，説明できる．について理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

12 符号の周波数帯域などについて学習誤り率り評価する率 符号の周波数帯域などについて学習誤り率り評価する率について理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．また，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ガウス雑音についても学習する．を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習用いた符号の周波数帯域などについて学習誤り率り評価する率の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習計算を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

13 搬送波ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習伝送における各種変調を説明できる方式

14 信号の周波数帯域などについて学習空間ダイアグ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ラム同期およびスタッフ同期 信号の周波数帯域などについて学習空間ダイアグ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ラム同期およびスタッフ同期を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習各特性の比較と基本的な回線構成ができる．の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習比較と基本的な回線構成ができる．と要素，信号の周波数帯域などについて学習基本的な回の試験線の構成と劣化要因構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習が理解できているかどうかを前期中間試験，レできる．

15 科目総まとめまと要素，信号の周波数帯域などについて学習め 通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習学習内容を踏まえて通信の現状について説明する．を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習踏まえて通信の現状について説明する．まえて通信の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習現状について説明する．について説明できるする．
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29

30

AM波の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習変調を説明できる 振幅変調を説明できるの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習基本原理について理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる.

情報量，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習情報伝送速度シラバスと要素，信号の周波数帯域などについて学習符号の周波数帯域などについて学習速度シラバス，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習デシベル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習表示，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習周波数スペクト及び小テストにより評価するル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習電力スペクトルスペクト及び小テストにより評価するル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習インピーダンス整合，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習1オーム同期およびスタッフ同期系を理解し，を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習
説明できるできる．

PCM，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習DPCM，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習DM，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ADPCM，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ADMなどの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習符号の周波数帯域などについて学習化方式を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

時分割多重化における多重化フレーム同期およびスタッフ同期の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習多重化回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習動作と構成，多重化分離回路の構成と動作，スタッフ同期を理解しと要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習多重化分離回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習動作と構成，多重化分離回路の構成と動作，スタッフ同期を理解し，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習スタッフ同期を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし
，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

第1週～第7週までの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習講義内容を踏まえて通信の現状について説明する．について中間試験を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習行う．符号間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．う．

搬送波ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習伝送におけるASK，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習PSK，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習QAM，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習FSKなどの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習変調を説明できる方式を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

備など）
考

前期中間試験および前期定期試験を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習実施する．する．
本科目の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習修得には，には，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習30 時間の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習授業の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習受講と要素，信号の周波数帯域などについて学習 60 時間の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習事前・事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業に関する部分のテキストを閲覧し，各自で内容を理解しの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習自己学習が理解できているかどうかを前期中間試験，レ必要である．事前学習では，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習次回の試験の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習授業に関する基本的事項が理解できているかどうかを前期中間試験，レする部分の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習テキスト及び小テストにより評価するを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習閲覧し，各自で内容を理解しし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習各自で内容を踏まえて通信の現状について説明する．を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし
ておくこと要素，信号の周波数帯域などについて学習．事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業に関する部分のテキストを閲覧し，各自で内容を理解し学習では，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習レポート及び小テストにより評価する課題などを用いて授業の復習を行い，次の授業で行う小テストにむけて理解度を深めておくこと．また，指定日までにレポートを提出すること．などを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習用いて授業の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習復習を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習行う．符号間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．い，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習次の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習授業で行う．符号間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．う小テスト及び小テストにより評価するにむけて理解できる度シラバスを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習深めておくこと．また，指定日までにレポートを提出すること．めておくこと要素，信号の周波数帯域などについて学習．また，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習指定日までにレポートを提出すること．までにレポート及び小テストにより評価するを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習提出すること．すること要素，信号の周波数帯域などについて学習．
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